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､リマグロヨコバイの発生と黄きょう病菌との関係

友永富・山本公志

（福井県農業試験場）

当地方におけるツマグロヨコパイは,‐イネの穂ばらみ

期から黄熟期にがげでｲiﾈ体を直接吸収%て減収をもた
らす大害虫であるが，本害虫の発生量予察については穣
雪日数とか冬期の最低気温などを指標としている現状で

あって，防除と関係の大きい第4世代（後期発生盆）の
予察に関してはなお検討を要するように思われる。

1960．，“年ばぅ多発生年であったが，どの両年はい
ずれも前期（6月～8月20日）に箸るしい誘殺麓をみた

のにくらべて後期（8月21日～9月）の誘殺盆はきわめ
＆）・・

て少なかった。友永ら（1961）はこれらの現象に注目し
て，その原因はおそらく防除のほかに何らかの環境抵抗
要因が関与しているのではないかと想定した。

筆者らはかねてからこの原因究明に関心をいだいてい

たが，たまたま1964年の8月中旬から9月中旬にかけて

多くのシマ･グロ･ヨコパイが茎や葉身に付着したまま死亡
しているのをみとめ，それらについて調査を行なったと
ころ若干の知見が得られたのでここに報告しておきた
い。

本稿を進めるに当たって，寄生菌の同定をわずらわじ1
巳q『-今G

走元農林省蚕糸試験場鮎沢啓夫技官，菌の分譲をうけた
同場中里泰夫技官に厚くお礼申し上げる。

虫を各10頭入れて上部をガーゼでおおった。これに井戸

水5mlに黄きょう病菌を15白金耳入れた液を各区1ml

あて小型噴霧器でイネ苗および成虫に散布して所定温度

に保った。

また雌成虫および中令幼虫各区10頭づつ供試し氷で10
分間低温処理してから細筆で上記胞子液を虫休部に接魎

し，これらをイネ苗を入れた腰高シャーレに収容して上
部をガーゼでおおい98～100%R､H･27｡Cに保った。

なお，点滴法に準じて虫態別ツマグロヨコパイと黄き
よう病菌分生胞子の発芽伸長速度との関係をしらべた。
すなわち雌雄成虫各10頭および中令幼虫30頭にそれぞれ

井戸水2mlを加えてすりつぶし，これに黄きよう病菌

を1白金耳加えてスライドグラス上に滴下し,100%R.

Hのシャーレに入れて27｡Cに保った。こうして所定時

間後ランダム抽出によって分生胞子の発芽数と発芽50個
体の発芽管長を調査した。

’

互試験成綴

，ツマグロョコパイの死体は茎葉に付蒲したまま菌そう
におおわれており，8月26日には株あたり平均寄生数25

頭のうち5頭が死亡しており，生虫はおもに幼虫態であ

った。9月12.日の死虫数は株あたり14頭で全体の80～

85％が死亡していると推察された。虫態の大半は成虫で
I調査方法

ほ場の実態調査8月26日・9月12日の2回各20株
について払い落としにより生虫数および茎葉に付着して
いる死虫数を調査した。

り病寄生菌の調査茎葉に付着しているシ､マグロョ

コパイの死体を9月12日に1頭ずつガラスチユープに入

れて綿栓し,95%R,H･'28｡Cに保って1日後に菌を検

鏡した。

黄雪装う病菌の生理黄きょう病菌を家蚕さなぎ煎
汁寒天培養基に接種して25～33｡Cに保存し95日後に

菌そうの発育をしらべた。また，分生胞子をスライドグ

ラス上におき塩類飽和溶液によって調節したデシケータ

64～100%R､H)におさめ28｡Cとし48時間保存後に発

芽状態を鯛査した。

次に水滴中での分生胞子の発芽をしらべる目的で，ツ

マグ戸ヨコパイ雌成虫10頭に井戸水2mlを加えてすり，

つぶした液に1白金耳の分生胞子を入れて27｡Cに保存

後所定時間ごとに発芽状態をしらべた。

黄きょう病菌の病原性イネ苗を入れた腰高シャー

レにほ場捕集の健全とおもわれるツマグロヨコパイ雌成
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シマグロョコバィの誘殺消長

（福井農賦嶺南分場）

節1図



一江一
ツマグ戸ヨコベ誠の発生些黄き･坐う病菌との関係1966年10月

日めの結果によると,ゞ 分生胞子を虫体全面および尾部に
付萢させた区での死亡率溌商く，頭部に接種した区では
低かったが，中令幼虫の全体表に付蓋させた区ではまつ沙
たく死亡虫をみられなかった｡

葉の裏側に多く付落していた。茎葉付藩の死体を検鏡し
た結果，,黄きょう病菌途α所趣Jazf'zoszとフザリウム

菌及""r""sp.を検出した。その割合は,100頭の死

体中黄きょう病菌によるもの92頭，フザリウム菌による

もの3頭，その他5頭であった｡

黄きょう病菌の発育に及ぼす温度の影密を調べた結果
によると’培養基上の菌そう発育は25～30｡Cでよく伸
長していたが33｡Cでは発育がわるかった｡‐湿度との関

係は第2図に示すように,92%R,H以上で胞子の発芽
がみられたが，その発芽率および発芽管長は高湿度ほど

大きかった。
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第3図黄きょう病菌の付着部位と死亡
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第2表ツマグロヨコパイすりつぶし液中の

黄きょ.う病菌分生胞子の発芽
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注雌（少）は供賦数を1／5にした。

※は発芽笹が伸びすぎて岡在不飽
第2図黄きよう病菌の発育と湿度

第1表黄きょう病菌の接種による

ツマグロヨコパイの死亡

虫態別ツマゲ戸ヨコパイと黄き鴎う病菌分生胞子の発
芽伸長速度と．の関係を虫体のすりつぶし液で調べた結果

は第2表のとおりだ，雌成虫区では24時間後にいちじる

しい発芽管の伸長をみられたが雄成虫および幼虫区では

伸長が少なかった。

Ⅲ考察

ツマグロヨコパイの後期発生趣予察に関する検討はお

もに気象的場面から行なわれてき存が，,声害虫は黄き主
う病菌によって死亡することは青木，森本らの報告によ

っても明らかであるほか,当地方においても初秋期より

多くのツマグロヨコパイが本菌によって侵されているの

が見られるので，この事実は発生予察上重視すべき問題
であろう。

黄きょう病菌の感染には湿度がもっとも影轡するよう

で，分生胞子の発芽には92%R､H以上を必要とし，水

滴中での発芽は7時間後にみられるが，本菌のまん延に
はある程度の温度とかなりながい期間の多湿条件が必要

なようである。また黄きょう病菌の虫体は付藩部位から
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黄きょう病菌分生胞子の発芽はツマグロヨコパイ雌成

虫のすりつぶし液では27｡Cで7時間後にみられた。

黄きょう病菌をツマグロヨコパイ雌成虫に接種したと

ころ，その病原性はかなり高く，接諏3日めころから死

亡個体があらわれ5日めでほとんどが死亡した。第1表

に示したように，25～30｡Cの温度範囲では死虫率に大

きな差はなかったが，死体上の菌そう発育は28～30｡C

区が顕著であった。

ツマグロヨコパイ雌成虫の虫体部に本病菌を接種し3

一
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すると,雌成虫では全体表および尾部への付蓋によって

死亡率が高く，頭部への付着では低かったが，ほ場にお

いても尾部からの感染がかなり多いであろうと考えられ

る。しかし，菌の濃度との関係についてはさらに検討す

る要があろう。
3）

於保ら（1961）はニカメイチュウおよびサンカメイチ

ユウの体液中に接種された黄きょう病菌分生胞子の発芽

管の伸長速度は蛎化期が近ずくにつれて急激に大きくな

ると報じている。
I，ﾄ

ほ場観察の結果からすると，ツマグロヨコパイにおい

ても菌の寄生による死亡個体は成虫に多く中令幼虫には

あまりみられなかったbまた，黄きょう病菌接種の結果

からしても，雌成虫体では分生胞子の発芽伸長速度が最

も大きかったことなどから考えると，本病菌に対する本

虫の抵抗性は虫態によって異なるもののようである。ま

た，ツマグロヨコパイのある世代における黄きょう病菌

による死亡は次世代に影瀞するところが大きいことにも

なるである。
5）

田村（1964）は北陸地方のツマグロヨコパイの誘殺成

績を検討し,．「本害虫の発生予察を正しく行なうために

は発生と気象の相関以前の問題があり何が根本的な研究

が欠けている｡｣と指摘しているが'今後における本虫の

予察桁度向上および生物的防除法解明のためには昆虫病

理学的分野からも究明を要する多くの問題があるように
考える。：

Ⅳ摘要”：

1）ツマグロヨコパイは1964年の秋期に多くの死亡が

みられﾅﾆが，それは黄きょう病菌とフザリウム菌による

ものであった。

2）黄きよう病菌による死亡は接種後3～5日めころ

で，分生胞子の付着部位からすると雌成虫の全体表およ

び尾部への付着は死亡率が高く頭部のそれは低かった。

中令幼虫の全体付清では死亡しなかった。

3）分生胞子の発芽伸長速度は虫態によって差がみら

れ雌成虫区が最も大きかった。
！
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ニカメ.イチュウ第1世代の薬剤防除がクロカメムシ卵寄生バチにおよぼす影響

『友永富*・山本公志＊・田中正之*＊

（*福井県農業試験場・＊*坂井農業改良普及所）L

TをZE'zol7zzJsGj/i4e,zsisAshmeadはクロカメムシのか3.0%やホリドール1.5%粉剤をアールあたり0.3kg散布

なり有力な天敵であるが,ニカメイチユウ第1世代の薬したほ場で，7月10～12日の3日間にわたってク戸カメ

剤散布がこの卵寄生パチのはたらきにいかなる影密があムシ卵を（各区6～7卵塊あて5株おきに株ぎわ1Ocm

るかを検討した。高に配避）接種したところ，寄生パチの寄生卵粒率は無

サクションキャッチャーによる調査では寄生パチは6散布区35.4%,BHC区23.2%,ホリドール区8.8%で
月第5半旬ころから水田雑草地で捕集されて，7月下旬あった。

にはぼ場でかなり多くの活動がみられ9月第6半旬までこれらの試験を通じて，こんごは天敵を考慮した低毒
観察された。 性薬剤の開発・薬剤散布の時期等が究明されなければな

ニカメイチュウ第1世代の薬剤散布を第1回発ガ最盛らないと考えられる。

期10日後（6月30日）に1区5アール3連制でBHC
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